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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第97期

第２四半期連結
累計期間

第98期
第２四半期連結

累計期間
第97期

会計期間

自2017年
１月１日
至2017年
６月30日

自2018年
１月１日
至2018年
６月30日

自2017年
１月１日
至2017年
12月31日

売上高 （百万円） 6,826 7,075 14,348

経常利益 （百万円） 85 560 416

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）

（百万円） △18 342 109

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） △131 277 △8

純資産額 （百万円） 23,758 23,849 23,726

総資産額 （百万円） 28,099 28,669 27,997

１株当たり四半期（当期）純利

益金額又は１株当たり四半期純

損失金額（△）

（円） △3.61 67.18 21.55

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 84.6 83.2 84.7

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） 1,432 1,662 2,412

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △466 △424 △1,066

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △210 △160 △371

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 9,093 10,380 9,319

 

回次
第97期

第２四半期連結
会計期間

第98期
第２四半期連結

会計期間

会計期間

自2017年
４月１日
至2017年
６月30日

自2018年
４月１日
至2018年
６月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 6.24 39.53

（注）１．売上高には消費税等は含まれておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

３．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

４．当社は2018年７月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度の期

首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益金額又は１株当たり四半期純損失金

額を算定しております。
 

２【事業の内容】
　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要
な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

(1)業績の状況

　　当第２四半期連結累計期間（２０１８年１月１日～２０１８年６月３０日）における当社グループをとり巻く環

境は、国内では緩やかな景気回復基調が続いており、世界経済も全般的に回復基調を維持しておりますが、米国の

経済政策運営や新興国経済の動向、為替相場の動向など、依然として先行き不透明な状況が続いております。

　　このような状況におきまして、当社グループは、積極的な国内外の販売活動を実施し、生産性の向上に努めまし

た。

　　この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は７０億７千５百万円（前年同期比３．７％増）、営業利益は５

億６千９百万円（同６１０．６％増）、経常利益は５億６千万円（同５５５．８％増）、親会社株主に帰属する四

半期純利益は３億４千２百万円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純損失１千８百万円）となりました。

 

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

　 [ヨウ素及び天然ガス事業]

　　　ヨウ素及び天然ガス事業では、ヨウ素製品の販売数量が堅調に推移したことに加え、ヨウ素の国際市況が回

復基調で推移したことにより、売上高は前年同期を上回りました。損益面では、販売数量の増加や操業度の上

昇により営業利益は前年同期を上回りました。

　　　この結果、売上高は６１億１千８百万円（前年同期比２．４％増）、営業利益は６億２千１百万円（前年同

期比８７１．５％増）となりました。

 

　　[金属化合物事業]

　　　金属化合物事業では、主力の塩化ニッケルの販売数量が堅調に推移したことに加え、金属の国際市況が上昇

したことにより、売上高は前年同期を上回りました。損益面では、品種構成の影響や設備増強に向けての工事

による操業度低下等により営業損失の計上となりました。

　　　この結果、売上高は９億５千７百万円（前年同期比１２．５％増）、営業損失は５千１百万円（前年同期は

営業利益１千６百万円）となりました。

 

 

(2)財政状態の分析

　（総資産）

　　　当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比較して６億７千２百万円増加の２８６億６千

９百万円となりました。これは主に、短期貸付金が増加したこと等によるものであります。

 

　（負債）

　　　当第２四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末と比較して５億４千９百万円増加の４８億１千９百

万円となりました。これは主に、未払法人税等が増加したこと等によるものであります。

 

　（純資産）

　　　当第２四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末と比較して１億２千２百万円増加の２３８億４千

９百万円となりました。これは主に、配当金の支払があったものの、四半期純利益の計上により利益剰余金が増

加したこと等によるものであります。
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(3)キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末残高

に比べ１０億６千１百万円増加し、１０３億８千万円となりました。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における営業活動により得られた資金は、１６億６千２百万円（前年同期は１４億

３千２百万円）となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益及び減価償却費の計上等によるものであ

ります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における投資活動により使用した資金は、４億２千４百万円（前年同期は４億６千

６百万円）となりました。これは主に、ヨウ素及び天然ガス事業、及び金属化合物事業の設備投資に伴う支出に

よるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における財務活動により使用した資金は、１億６千万円（前年同期は２億１千万

円）となりました。これは主に、配当金の支払等によるものであります。

 

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5)研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間における研究開発費は、１億８百万円であります。

　また、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

 普通株式 70,000,000

計 70,000,000

（注）2018年３月28日開催の第97回定時株主総会の決議により、2018年７月１日付で株式併合（５株を１株に併合）に伴

う定款の変更が行われ、提出日現在の発行可能株式総数は56,000,000株減少し、14,000,000株となっております。

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2018年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2018年７月31日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

 普通株式 25,675,675 5,135,135
東京証券取引所

市場第二部

完全議決権株式であり、権利

内容に何ら限定のない当社に

おける標準となる株式で、単

元株式数は提出日現在で100

株（第２四半期会計期間末現

在は1,000株）であります。

計 25,675,675 5,135,135 ― ―

（注）2018年３月28日開催の第97回定時株主総会の決議により、2018年７月１日付で株式併合（５株を１株に併合）を

行ったため、提出日現在の発行済株式総数は20,540,540株減少し、5,135,135株となっております。また、2017年

10月27日開催の取締役会の決議により、2018年７月１日付で単元株式数を1,000株から100株に変更しております。

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(百万円)

資本金残高
 

(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

2018年４月１日～

2018年６月30日
─ 25,675,675 ─ 3,599 ─ 3,931

（注）2018年３月28日開催の第97回定時株主総会の決議により、2018年７月１日付で株式併合（５株を１株に併合）を

行ったため、提出日現在の発行済株式総数は20,540,540株減少し、5,135,135株となっております。
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（６）【大株主の状況】

  2018年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

旭硝子株式会社 東京都千代田区丸の内1丁目5-1 13,460 52.42

三菱商事株式会社 東京都千代田区丸の内2丁目3-1 2,888 11.25

ＴＨＥ　ＢＡＮＫ　ＯＦ　ＮＥ

Ｗ　ＹＯＲＫ，　ＮＯＮ－ＴＲ

ＥＡＴＹ　ＪＡＳＤＥＣ　ＡＣ

ＣＯＵＮＴ

２２５　ＬＩＢＥＲＴＹ　ＳＴＲＥＥ

Ｔ，　ＮＥＷ　ＹＯＲＫ，　ＮＥＷ　ＹＯ

ＲＫ　１０２８６，　ＵＳＡ

1,305 5.08

株式会社萬富 東京都中央区日本橋室町1丁目9-12共同ビル 707 2.75

株式会社合同資源
東京都中央区京橋2丁目12-6

東信商事ビル7階
200 0.78

日本証券金融株式会社 東京都中央区日本橋茅場町1丁目2-10号 130 0.51

瀬川　祥子 東京都 122 0.48

内出　豊 東京都 120 0.47

ＧＯＬＤＭＡＮ　ＳＡＣＨＳ　

ＩＮＴＥＲＮＡＴＩＯＮＡＬ

１３３　ＦＬＥＥＴ　ＳＴＲＥＥＴ　ＬＯ

ＮＤＯＮ　ＥＣ４Ａ　２ＢＢ　Ｕ．Ｋ．
113 0.44

第一生命保険株式会社 東京都千代田区有楽町1丁目13-1 107 0.42

計 － 19,152 74.59

　（注）１．上記のほか、当社が保有する自己株式が171千株あります。

２．2018年６月５日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書において、コーンウォール・キャピタル・マ

ネジメント・エルピー（Cornwall Capital Management LP）が2018年５月31日現在で以下の株式を所有して

いる旨が記載されているものの、当社として当第２四半期会計期間末現在における実質所有株式数の確認が

できないため、上記大株主の状況は、株主名簿に基づいて記載しております。

　　なお、その大量保有報告書の内容は以下のとおりであります。

　　　大量保有者　　　コーンウォール・キャピタル・マネジメント・エルピー

　　　　　　　　　　　（Cornwall Capital Management LP）

　　　住所　　　　　　アメリカ合衆国ニューヨーク州ニューヨーク市レキシントンアベニュー570 1001号室

　　　　　　　　　　　（570 Lexington Avenue Suite 1001, New York, NY 10022 U.S.A.）

　　　保有株券等の数　株式 1,303千株

　　　株券等保有割合　5.07％

３．旭硝子株式会社は、2018年７月１日付でＡＧＣ株式会社に商号を変更しております。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

2018年６月30日現在
 

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

171,000
―

権利内容に何ら限定のない提出会社
における標準となる株式

完全議決権株式(その他)
普通株式

25,298,000
25,298 同上

単元未満株式（注）
普通株式

206,675
― 同上

発行済株式総数 25,675,675 ― ―

総株主の議決権 ― 25,298 ―

　（注）１．「単元未満株式」の株式数には、提出会社所有の自己株式25株が含まれております。

２．2018年３月28日開催の第97回定時株主総会の決議により、2018年７月１日付で株式併合（５株を１株に併

合）を行ったため、提出日現在の発行済株式総数は20,540,540株減少し、5,135,135株となっております。

また、2017年10月27日開催の取締役会の決議により、2018年７月１日付で単元株式数を1,000株から100株に

変更しております。

 

②【自己株式等】

2018年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

 (自己保有株式)

伊勢化学工業株式会社

東京都中央区京橋一丁目

３番１号
171,000 ― 171,000 0.67

計 ― 171,000 ― 171,000 0.67

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2018年４月１日から2018

年６月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2018年１月１日から2018年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2017年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2018年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,966 2,124

受取手形及び売掛金 3,913 3,665

商品及び製品 2,100 2,094

仕掛品 313 287

原材料及び貯蔵品 951 929

短期貸付金 7,352 8,256

その他 151 209

貸倒引当金 △2 △2

流動資産合計 16,747 17,565

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 3,806 3,621

機械装置及び運搬具（純額） 3,499 3,338

土地 1,737 1,737

建設仮勘定 546 755

その他（純額） 236 209

有形固定資産合計 9,826 9,662

無形固定資産   

その他 348 392

無形固定資産合計 348 392

投資その他の資産   

投資有価証券 639 624

繰延税金資産 262 266

その他 173 157

貸倒引当金 △0 △0

投資その他の資産合計 1,074 1,048

固定資産合計 11,249 11,103

資産合計 27,997 28,669
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2017年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2018年６月30日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,173 1,174

短期借入金 600 600

未払金 748 827

未払法人税等 83 245

賞与引当金 112 113

役員賞与引当金 5 2

環境対策引当金 1 1

その他 299 538

流動負債合計 3,024 3,503

固定負債   

退職給付に係る負債 803 876

環境対策引当金 210 210

資産除去債務 195 194

その他 37 35

固定負債合計 1,246 1,316

負債合計 4,270 4,819

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,599 3,599

資本剰余金 3,931 3,931

利益剰余金 16,437 16,627

自己株式 △112 △114

株主資本合計 23,856 24,044

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 13 3

為替換算調整勘定 △45 △102

退職給付に係る調整累計額 △98 △96

その他の包括利益累計額合計 △130 △195

純資産合計 23,726 23,849

負債純資産合計 27,997 28,669
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2017年１月１日
　至　2017年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2018年１月１日
　至　2018年６月30日)

売上高 6,826 7,075

売上原価 5,949 5,760

売上総利益 876 1,314

販売費及び一般管理費 ※ 796 ※ 745

営業利益 80 569

営業外収益   

受取利息 6 7

受取配当金 0 0

その他 0 0

営業外収益合計 7 8

営業外費用   

支払利息 0 0

持分法による投資損失 1 0

為替差損 0 16

営業外費用合計 2 17

経常利益 85 560

特別損失   

固定資産除却損 22 10

その他 0 －

特別損失合計 22 10

税金等調整前四半期純利益 62 550

法人税等 81 207

四半期純利益又は四半期純損失（△） △18 342

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
△18 342
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2017年１月１日
　至　2017年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2018年１月１日
　至　2018年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △18 342

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 1 △9

為替換算調整勘定 △116 △57

退職給付に係る調整額 2 2

その他の包括利益合計 △112 △65

四半期包括利益 △131 277

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △131 277

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2017年１月１日
　至　2017年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2018年１月１日
　至　2018年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 62 550

減価償却費 858 692

貸倒引当金の増減額（△は減少） 0 0

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 47 68

賞与引当金の増減額（△は減少） 2 0

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △2 △2

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △16 －

環境対策引当金の増減額（△は減少） △38 －

受取利息及び受取配当金 △6 △8

支払利息 0 0

持分法による投資損益（△は益） 1 0

固定資産除却損 22 10

売上債権の増減額（△は増加） 454 239

たな卸資産の増減額（△は増加） 364 45

仕入債務の増減額（△は減少） △596 △91

その他 317 191

小計 1,471 1,697

利息及び配当金の受取額 6 8

利息の支払額 △0 △0

法人税等の支払額 △45 △43

法人税等の還付額 0 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,432 1,662

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △447 △351

その他 △18 △72

投資活動によるキャッシュ・フロー △466 △424

財務活動によるキャッシュ・フロー   

配当金の支払額 △204 △153

その他 △6 △7

財務活動によるキャッシュ・フロー △210 △160

現金及び現金同等物に係る換算差額 △41 △15

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 713 1,061

現金及び現金同等物の期首残高 8,380 9,319

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 9,093 ※ 10,380
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　（原価差異の繰延処理）

　定期的な修繕が特定の四半期に行われるために発生する原価差異は、予定原価が年間を基礎に設定されてお

り、原価計算期間末までに解消が見込まれるため、当該原価差異を流動負債として繰り延べております。

 

　（税金費用の計算）

　税金費用については、当第２四半期連結累計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 2017年１月１日

   至 2017年６月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 2018年１月１日

   至 2018年６月30日）

給料及び手当 177百万円 177百万円

賞与引当金繰入額 38　〃 33　〃

役員賞与引当金繰入額 2　〃 2　〃

退職給付費用 17　〃 18　〃

役員退職慰労引当金繰入額 2　〃 －　〃

減価償却費 34　〃 27　〃

研究開発費 105　〃 108　〃

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のと

おりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 2017年１月１日
至 2017年６月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 2018年１月１日
至 2018年６月30日）

現金及び預金勘定 2,644百万円 2,124百万円

短期貸付金勘定 6,449　〃 8,256　〃

現金及び現金同等物 9,093　〃 10,380　〃
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2017年１月１日　至　2017年６月30日）

　１． 配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2017年３月29日
定時株主総会

普通株式 204 8.00 2016年12月31日 2017年３月30日 利益剰余金

 

　２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

　　末後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2017年７月26日
取締役会

普通株式 153 6.00 2017年６月30日 2017年９月１日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2018年１月１日　至　2018年６月30日）

　１． 配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年３月28日
定時株主総会

普通株式 153 6.00 2017年12月31日 2018年３月29日 利益剰余金

 

　２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

　　末後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年７月25日
取締役会

普通株式 153 6.00 2018年６月30日 2018年９月３日 利益剰余金

（注）2018年７月25日取締役会決議に基づく１株当たり配当額については、基準日が2018年６月30日であるため、2018年

７月１日付の株式併合前の株式数に対する金額であります。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自 2017年１月１日　至 2017年６月30日）

　　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：百万円）

 報告セグメント

調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）

 
ヨウ素及び
天然ガス事業

金属化合物
事業

計

売上高      

外部顧客への売上高 5,975 850 6,826 － 6,826

セグメント間の内部売上高又は振

替高
－ － － (－) －

計 5,975 850 6,826 (－) 6,826

セグメント利益 63 16 80 － 80

　　　　（注）　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自 2018年１月１日　至 2018年６月30日）

　　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：百万円）

 報告セグメント

調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）

 
ヨウ素及び
天然ガス事業

金属化合物
事業

計

売上高      

外部顧客への売上高 6,118 957 7,075 － 7,075

セグメント間の内部売上高又は振

替高
－ － － (－) －

計 6,118 957 7,075 (－) 7,075

セグメント利益又は損失（△） 621 △51 569 － 569

　　　　（注）　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（金融商品関係）

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありま

せん。

 

（有価証券関係）

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありま

せん。

 

（デリバティブ取引関係）

　デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありま

せん。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2017年１月１日
至　2017年６月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2018年１月１日
至　2018年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半

期純損失金額（△）
△3円61銭 67円18銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額又は親

会社株主に帰属する四半期純損失金額（△）

（百万円）

△18 342

普通株主に帰属しない金額（百万円） ─ ─

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額又は親会社株主に帰属する四半期純損

失金額（△）（百万円）

△18 342

普通株式の期中平均株式数（千株） 5,102 5,101

　（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．2018年７月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度の期首に

当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額を算定し

ております。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

 

２【その他】

2018年７月25日開催の取締役会において、第98期の中間配当を行うことを決議いたしました。

　① 中間配当による配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　  153百万円

　② １株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 6円00銭

　③ 支払請求の効力発生日及び支払開始日　　　　 　　　　　　　　2018年９月３日

（注）１株当たり配当額については、基準日が2018年６月30日であるため、2018年７月１日付の株式併合前の株式数に対

する金額であります。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2018年７月31日

伊勢化学工業株式会社

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 前　野　充　次　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 間　宮　光　健　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている伊勢化学工業株

式会社の2018年１月１日から2018年12月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2018年４月１日から2018年

６月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2018年１月１日から2018年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計

算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、伊勢化学工業株式会社及び連結子会社の2018年６月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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